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令和１年度 一般社団法人広島県作業療法士会６月定期総会

議 案 書
期日：令和１年６月２日（日）１１：４５～１３：１５
場所：県立広島大学三原ｷｬﾝﾊﾟｽ（三原市学園町１－１）

総 会 次 第
１．開会のことば
２．定足数報告
３．会長挨拶
４．議長選出
５．議事録署名人任命
６．議 案

第１号議案 平成３０年度事業報告の件・・・・・・・・・・・ ２
第２号議案 平成３０年度収支決算・監事意見書の件・・・・・ ９
第３号議案 定款施行規則の変更（第６章学会）の件・・・・・
第４号議案 役員改選の件・・・・・・・・・・・・・・・・・１３
第５号試案 第２６回広島県作業療法学会長承認の件・・・・・１３

７．議長解任
８．閉会のことば

一般社団法人 広島県作業療法士会
事務局 〒731-3622 広島県山県郡安芸太田町大字下殿河内１３１番地２

TEL 090-5377-9922 FAX 050-3737-3558
E-Mail jimusho@hiroshima-ota.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.hiroshima-ota.kir.jp/

書面採決状（委任状）は今回同封しているＦＡＸ形式となりますのでご確
認下さい。

都合により出席できない方は、同封した書面採決状（委任状）提出をお願
いします。また、ホームページからも書面採決状（委任状）の提出が可能で
す。http://hiroshima-ota.kir.jp/r1soukai/inquiry/
※右のＱＲコードから書面採決
のホームページへ行くことができます。
※今回も書面採決・委任状を提出した方へは『士会活動協力ポイ
ント』として『生涯教育１ポイント』となります。
総会出席・書面採決（委任状）提出に対して付与される生涯教

育基礎コース１ポイントは、１２月会報に同封する個人宛封筒に
て配布いたします。
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第１号議案 平成３０年度事業報告の件

Ⅰ．会員に関する報告
平成２９年度会員数は１４９１名で、平成３０年度会員数は１５４６名であり、

１年間で５５名（３％）増加している。（各年度の年会費入金者数に変更した）

Ⅱ．「平成３０年度当会事業」に関する概要報告
以下、本会の定款に定められた「事業」について、平成３０年度に行った活動

の概要を報告する。

１．作業療法の学会、研修会、講習会の開催
(１)学会の開催（第２３回学会実行委員会）

第２４回広島県作業療法学会を開催した。参加者３３０名
(２)研修会・講習会の開催（学術部・教育部・事業部・保険部）

年間３６回の研修会を開催した。受講者数延べ１６０４名
２．作業療法に関する刊行物，会誌の発行
(１)県士会報の発行 No217,218,219,220,221,222号の計６回発行（広報部）
(２)広島県作業療法士会学術活動記録集（学術部・教育部・第23回学会実行委）
３．地方公共団体等の行う保健，福祉事業への協力
(１)地方公共団体等の各種諮問委員会への会代表者派遣（計１５件）
(２)地方公共団体の介護保険・自立支援審査委員会等へ委員推薦（計６件）
(３)市町主催健康づくり事業にて、生活いきいきﾁｪｯｸｺｰﾅーを実施（計２回）
４．作業療法の普及啓発
(１)インターネット上にホームページ掲載（広報部）
(２)作業療法士養成校受験希望者への施設見学を実施（広報部）
５．関係団体との提携交流
(１)研修会・行事等の後援（計１７件）
(２)県内関係団体との交流拡大をめざし、当会の会報を発送(計８１団体)
(３)県内関係団体との交流拡大をめざし、関係団体の行事へ出席（計１１件）

Ⅲ．平成３０年度各部・委員会事業報告

管理部門
１．事務局 事務局長 川原 薫
(１)総会を平成３０年６月１０日（日）に開催した
(２)理事会を年７回開催した（下記は主要議題）

第１回理事会 平成３０年４月１５日（日）
主要議題 １．平成３０年度総会議案書の理事会承認

２．障害当事者および家族の会への支援
第２回理事会 平成３０年６月１０日（日）

主要議題 １．総会を受けて
２．日本ＯＴ協会介護ロボットニーズシーズ協議会について

第３回理事会 平成３０年７月２２日（日）（災害支援緊急理事会）
主要議題 １．西日本豪雨災害被災者支援について

２．認知症家族の会への賛助会員入会について
第４回理事会 平成３０年９月３０日（日）

主要議題 １．西日本豪雨災害被災者支援について（特別会計の設置）
２．日本ＯＴ協会 臨床実習指導者研修会 県士会推薦枠

第５回理事会 平成３０年１１月４日（日）
主要議題 １．３１年度事業計画・予算の骨子

２．当会の賛助会員に関する規定について
第６回理事会 平成３１年１月１４日（月）

主要議題 １．３１年度事業計画・予算の審議および承認
２．役員間の事業相互理解と相互監視（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾘｽｸ対応）

第７回理事会 平成３１年３月１０日（日）
主要議題 １．養成校の卒業式・入学式等の来賓出席基準について

２．市議会議員選挙の支援について
(３)関係団体との交流（詳細は別紙後援等一覧）
(４)当会主催行事への傷害保険の加入
(５)平成３０年度会員名簿の発行及び整備
(６)平成３０年度６月総会議案書の作成
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(７)求人・求職に関する情報提供（会報・ホームページ・メールニュースにて）
(８)会員向け電子メールニュースを配信（毎週金曜 臨時報含め計４８回配信）

２．財務部 財務部長 望月マリ子
(１)平成３０年度の予算に基づく収支管理
(２)平成３１年度収支予算編成
(３)会計帳簿の作成及び管理
(４)会費納入の促進（ゆうちょ銀行・広島銀行からの自動引落実施）
(５)年会費自動引落推進のため、該当制度利用者へ主催事業参加チケットを配布
(６)税理士へ委託し、財務処理方法の確認・相談

事業部門

３．広報部 広報部長 河本 敦史
(１)会報の作成と発行（年６回偶数月２８日に発行）
(２)ホームページ・フェイスブック等の管理・運営
(３)作業療法養成校受験希望者のOT見学を実施。２７施設受入可、見学４名
(４)社会貢献部と連携による広報活動（ＲＦＬ広島，県民フォーラム）
(５)高等学校において作業療法啓発講演を実施（11/1廿日市西高校：担当松原）
(６)当会のパンフレットやポスターを会員及び関連団体へ配布
(７)広報用ポスター・幟等の貸し出し

４．福利部 福利部長 山本恵理子
(１)親睦事業の企画と実施
（全体行事）
①新入会員歓迎会（６/10）広島：ミライザカ ３４名(うち新入会員９名）
②スポーツ懇親会（10/13）杉の泊ＨＦｻｯｶｰ場 １８名＋他県会員５７名
③宿泊懇親会 （10/13）川森文化交流ｾﾝﾀｰ １３名＋他県会員３９名
④学会終了懇親会（３/10）白木屋横川駅南口 ２６名
（地区行事）
⑤東部備北懇親会（８/24）三次：鳥小屋 ２１名
⑥中南部懇親会 （11/10）広島ビッグアーチ ９名
⑦西部地区懇親会（12/９）広島サンプラザ １２名＋家族１１名
⑧尾三福山懇親会（３/23）福山：カスミ食堂 １６名
(２)総会・県学会での軽食懇親会
①総会懇親会 （６/10）広島国保会館 １００名分軽食
②県学会懇親会 （３/10）西区民文化ｾﾝﾀｰ １８５名分お弁当
(３)儀礼交際規定に基づき、祝電計３件発信
(４)総会・県学会で託児コーナー開設。会員延べ６名子供延べ８名が利用

５．学術部 学術部長 國貞 将志
(１)学術部講演会（詳細は別項に記載）
①西部地区 ：地域で共に生活するために
(２)地区別研修会（詳細は別項に記載）
①中南部地区：司法領域における作業療法士の役割について（共催：事業部）

：作業療法士が知っておきたい福祉用具の基本と最新情報
②東部地区 ：どうなる臨床実習!?～指定規則改正と作業療法臨床実習の再考～
③備北地区 ：みんなで支える終活～いきかたノートを活用して～
④福山地区 ：発達障害児に対する復学支援

：高次脳機能障害者に対する作業療法アプロ－チ
(３)現職者共通研修：事例検討・事例報告を東部・中南部・西部地区で企画運営
(４)学術活動記録集（2017）を発行した。

６．教育部 教育部長 山根 伸吾
(１)現職者共通研修会 ８テーマを実施（詳細は別項に記載）
①作業療法生涯教育概論 ②作業療法における協業・後輩育成
③職業倫理 ④保健・医療・福祉と地域支援
⑤実践のための作業療法研究 ⑥作業療法の可能性
⑦日本と世界の作業療法の動向 ⑧事例報告と事例研究
(２)現職者選択研修会（詳細は別項に記載）
①身体障害領域研修会１回実施 ②ＭＴＤＬＰ基礎研修会２回実施
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(３)ＭＴＤＬＰ事例発表会２回実施
(４)生涯教育制度に関する手続きと管理の実施、および推進担当者会議に出席
(５)研修会記録物の管理及び学術資料の収集
(６)次年度以降の自主開催に向け、臨床実習指導者研修に講師候補者を７名派遣

７．社会貢献部 社会貢献部長 合田 健太
(１)自治体等の要請に応じ、委員会・健康まつり等に会員を派遣（詳細は別項）
(２)作業療法士の知識等を使って他団体と連携して活動を実施（詳細は別項）
(３)社会貢献など新規事業の検討
(４)地域包括ケア担当
①地域リハ事業を担う作業療法士の人材育成研修の企画・実施（詳細は別項）
②地域リハビリテーション事業の啓発、実施事業の把握
③行政・地域リハビリ支援センター・他専門職会とのネットワーク構築
(５)災害支援担当
①JRAT広島との連携・窓口・士会員への情報提供
②災害支援の方法や教育について研修会を企画
(６)認知症作業療法研修担当
①認知症研修の企画・実施（UD・ABCDEF・実践報告 各1回）（詳細は別項）
②認知症関連機関、関連団体との連携

８．事業部 事業部長 矢田かおり
(１)特別支援教育担当
①発達支援に関する講演会の検討
(２)自動車運転支援（高次脳）担当
①高次脳機能障害者の自動車運転に関わる病院ネットワーク会議による情報共有
②広島県における高次脳機能障害者自動車運転パンフレットの更新
③高次脳機能障害者の自動車運転に関する広島県の関係機関との研修会の企画
④関係機関との作業部会の開催
(３)就労支援担当
①県内における就労支援に関する情報の集約
②就労支援施設の見学会開催（東部地区で開催）と作業療法士の役割の検討
③就労支援に関する研修会の開催の検討
④就労支援に関する会員からの相談・問い合わせに対応
(４)司法領域担当
①刑務所支援に関する講演会を開催（学術部共催）（詳細は別項）
(５)中国地区ブロックリーダー養成研修会開催（詳細は別項）

９．保険部 保険部長 高本 晃司
(１)診療報酬担当
①診療報酬研修会の企画と実施（１回実施、詳細は別項）
②診療報酬に関する情報の収集と提供（ＯＴ協会情報をメールニュース掲載）
(２)介護保険担当
①訪問リハビリテーション実務者研修会の実施（共催）
②市町からの介護保険等審査会委員推薦依頼に対応（詳細は別頁）
(３)機器対策担当
①会員への福祉用具についての情報提供
②福祉用具支援システムの広報活動
③日本ＯＴ協会介護ロボットのニーズ・シーズ連携協調協議会運営の協力

委員会報告

１０．規約検討委員会 規約検討委員長 玉井 和江
各種規定の見直しを行った

１１．選挙管理委員会 選挙管理委員長 長尾 真伸
(１)平成３１・３２年度役員改選にかかる選挙の公示を行った

１２．第２４回学会実行委員会 第２４回学会長 河本 敦史
(１)西区民文化センターにて平成３１年３月１０日開催。講演・演題発表・他学
会企画などを実施。参加者合計３３０名（会員２７９名 他５１名）
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１３．第２５回学会実行委員会 第２５回学会長 小澤 恭子
(１)２４回学会から引き継ぎを受け、２５回学会の準備を開始した

１４．西日本豪雨災害被災者支援特別活動 事務局・社会貢献部・福利部
(１)福利系
①全会員の安否確認を実施（計４度実施。被災会員１８名・安否不明１０名）
②会員宅の災害復旧ボランティアを派遣１件５名
③義援金から被災会員に見舞金を送金（床上浸水４万円：床下浸水２万円）
④義援金を集めるため、研修会会場等に募金箱を設置
(２)社会貢献系
①ＪＲＡＴ広島に参画し、ＪＲＡＴを通じて会員を派遣
②会員の被災県民支援活動を、交通費負担等で支援（２件）

平成３０年度 地方自治体の委員会・関係団体の役員等への会代表者就任名簿

主 催 組 織 委 員 会 名 役職名 代 表 者

広島県 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門職派遣等調整会議 委 員 高木 節

広島県 地域包括ケア強化推進検討委員会 委 員 高木 節

広島県 短期集中ｻｰﾋﾞｽ実践ﾏﾆｭｱﾙ作成会議 委 員 高木 節

福山市 介護予防ケアマネジメント懇談会 委 員 佐近隆二

県地域包括ｹｱｾﾝﾀｰ 県地域包括ｹｱ推進ｾﾝﾀｰ運営協議会 委 員 高木 節

県地域包括協議会 自立支援多職種ﾈｯﾄﾜｰｸ推進会議 委 員 高木 節

安佐南区地対協 在宅医療・介護連携推進委員会 委 員 矢田 かおり

県社会福祉士会 若年性認知症支援ﾈｯﾄﾜｰｸ会議 委 員 合田健太

広島県地域保健対策協議会 理 事 高木 節

２１世紀、県民の健康とくらしを考える会 役 員 高木 節

広島県精神保健福祉協会 理 事 高木 節

広島県義肢装具研究会 理 事 高木 節

広島県シルバーサービス振興会 特別会員 高木 節

日本ＯＴ協会 生涯教育制度推進委員 委 員 山根伸吾

日本ＯＴ協会 生活行為向上マネジメント推進委員 委 員 富永雅子

平成３０年度 認定審査会等委員推薦一覧

開催日 主 催 者 事 業 名 種別 派遣等会員

広島市社会局 介護認定審査会委員 推薦 ９名推薦
30年度

花岡 秀明・岡村 淑子・山川 志保・有坂 尚子

草野 賢士・松永 吉史・高原 典子・竹原 佑輔・山根 伸吾

30年度 三次市 介護認定審査会委員 推薦 高本 晃司

30年度 福山市 障害支援区分認定審査会委員 推薦 佐近 隆二

30年度 竹原市 地域包括支援センター 委員 推薦 潮 泰典

30年度 三原市 障害支援区分認定審査会委員 推薦 西上 忠臣

呉市 障害支援区分認定審査会委員 推薦 ３名推薦
30年度

玉井 和江・山路 博文・川北 妃呂恵
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回 期日 会場 科目 時間
受講数
会員/他

講師名（職名）
（下段は所属）

研修内容

1 6/10
広島国
保会館

学術
西部

２ｈ
97

（97・0）
宮崎宏興（OT）
（いねいぶる）

地域で共に
生活するために

2 6/10
広島国
保会館

保険
機器

２ｈ
73

(73・0)
小栄　浩次（OT）他
（公立みつぎ病院）

診療報酬改定について
(精神・身体)

3 6/23
広大保
健学科

教育
MTDLP

４ｈ
15

（15・0）
高本　晃司（OT）（老

健ピレネ）他
MTDLP事例発表

4 6/24
福山医
療専門

学術
福山

２ｈ
18

（18・0）
安岡祐二（OT）
（いろは訪看ス）

発達障害児に対する
復学支援

5 7/1
広大保
健学科

教育
共通

２ｈ
47

（45・2）
山根　伸吾（OT）
（広島大学）

作業療法生涯教育概論

平成３０年度　研修事業実績報告

平成３０年度市町村主催「健康まつり等支援」事業一覧（社会貢献部）

開催 市町村 行 事 名 派遣会員数

10/27 三原市 三原保健・福祉まつり ４名

11/ 4 東広島市 東広島福祉祭り ８名

平成３０年度関係団体主催(共催)｢健康作り事業等支援｣事業一覧（社会貢献部）

開催 主催 行 事 名 派遣会員数

9/16-17 ＲＦＬ広島 リレーフォーライフin広島2018 ２７名

9/28-30 頚損ﾈｯﾄﾜｰｸ 「はがき通信」会員の宿泊支援 ６名

1/19 県民ﾌｫｰﾗﾑ実行委 21世紀、広島県民フォーラム １３名

年10回 認知症家族の会 陽だまりの会（若年性認知症） １９名

平成３０年度 後援事業一覧

主 催 者 事 業 名

広島県看護協会 ３０年度看護の日広島県大会

認知症の人と家族の会広島県支部 第３７回記念大会

ﾘﾚｰ･ﾌｫｰ･ﾗｲﾌ広島実行委 ﾘﾚｰ･ﾌｫｰ･ﾗｲﾌ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ2018in広島(尾道)

ﾘｶﾊﾞﾘｰﾊﾟﾚｰﾄﾞinヒロシマ 実行委 ﾘｶﾊﾞﾘｰﾊﾟﾚｰﾄﾞ｢回復の祭典｣inヒロシマ

広島県理学療法士会 第２３回広島県理学療法士学会

広島県言語友の会 第２６回広島県言語友の会みつぎ大会

福山リハビリテーション病院 地域リハビリテーション研修会

呉市東部地域包括支援センター 第５回地域包括ケアを地域で考える会

広島市南区地域保健対策協議会 ３０年度広島市南区市民公開講座

広島市立リハビリテーション病院 第５回市民公開講座

日本脳卒中協会広島県支部 第１５回広島脳卒中市民ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

広島県臨床工学技師会 第１２回広島人工呼吸療法セミナー

日本ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ臨床教育研究会 第２６回ｸﾘﾆｶﾙｸﾗｰｸｼｯﾌﾟ研修会in広島

発達障害に取組む各分野専門家会議 発達障害専門家会議第２回ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

広島県（高齢者支援課） オレンジリング・イベント

脳をみるｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑin三原 実行委 第１６回脳をみるｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑin三原

広島市（地域包括ケア推進課） 頑張れｶｰﾌﾟひろしま百歳体操大交流会
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6 7/1
広大保
健学科

教育
共通

２ｈ
51

（48・3）
望月　マリコ（OT）
（安芸医師会）

保健・医療・福祉
と地域支援

7 7/1
広大保
健学科

教育
共通

２ｈ
47

（45・2）
松原　麻子（OT）
（広島市リハ病院）

日本と世界の
作業療法の動向

8 7/1
広大保
健学科

教育
共通

２ｈ
48

（47・1）
三木　恵美（OT）

（広島大学）
実践のための
作業療法研究

9 7/28
庄原ふ
れあい

学術
備北

３ｈ
9

（8・1）
戸谷誠二（Dr）

（庄原医師会理事）
みんなで支える終活

～いきかたノート活用～

10 9/1
広大保
健学科

教育
MTDLP

１日
84

（84・0）
塩田　繁人(OT)

（広島大学病院）他
現職者選択研修MTDLP

11 9/16
みよしｾ

ﾝﾀｰ
貢献
認知

２ｈ
34

（33・1）
坂本千晶(OT）
（三原病院）

認知症生活行為
テーマB

12 9/16
みよしｾ

ﾝﾀｰ
貢献
認知

２ｈ
35

（34・1）
伊藤聖（Dr）

（三次神経内科）
認知症生活行為

テーマA

13 10/14
広大保
健学科

学・事
共催

２ｈ
64

(44・20)
三澤　剛（OT）

（久里浜医療Ｃ）他
司法領域における作業
療法士の役割について

14 10/28
福山医
療専門

学術
福山

２ｈ
41

（41・0）
清水　一（OT）
（井野口病院）

高次脳機能障害者に対する
作業療法アプロ－チ

15 11/4
広島国
保会館

事業 ２ｈ
62

（32・30）
窪優子（OT）

（広島大学病院）他
ＯＴのつながり－

急性期から地域まで

16 11/18
廿日市
市串戸

貢献
認知

１日
49

（49・0）
野原卓也（OT）

（ﾒｰﾌﾟﾙﾋﾙ病院）他
認知症アップデート研修

17 11/18
福山医
師会館

学術
福山

１日
11

（11・0）
特になし 第２５回福山医学祭

18
11/24
～25

広大保
健学科

保険
介護

２日
60

（20・40）
谷本光蔵

(広島情報ｼﾝﾌｫﾆ)他
訪問リハビリテーション

実務者研修会

19 12/2
県立広
島大学

教育
選択

１日
69

（67・2）
吉川　ひろみ（OT）
（県立広島大学）他

現職者選択研修
身体障害領域

20 12/16
県立広
島大学

学術
東部

２ｈ
26

（26・0）
特になし 事例検討6題

21 1/13
広大保
健学科

貢献
認知

２ｈ
33

（33・0）
岡田眞理（Ns）

認知症生活行為
テーマD

22 1/13
広大保
健学科

貢献
認知

２ｈ
39

（39・0）
日山絵里（OT）
(岩崎整形外科)

認知症初期集中支援
の基本

23 1/20
中国労
災病院

教育
MTDLP

１日
21

（20・1）
塩田　繁人(OT)

（広島大学病院）他
現職者選択研修MTDLP

24 1/27
広島国
際大学

学術
中南部

２ｈ
60

（55・5）
柴山健太郎

（ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄﾍﾞｯﾄﾞ）
作業療法士が知って

おきたい福祉用具の基本

25 1/27
広島国
際大学

学術
中南部

２ｈ
33

（33・0）
特になし 事例検討6題

26 2/3
広まち
づくり

貢献
認知

１ｈ
19

（18・1）
野原卓也（OT）
（ﾒｰﾌﾟﾙﾋﾙ病院）

認知症生活行為
テーマ実1

27 2/3
広まち
づくり

貢献
認知

１ｈ
18

（18・0）
片山尚伸
(広島県庁)

認知症生活行為
テーマF

28 2/3
広まち
づくり

貢献
認知

２ｈ
23

（22・1）
野原卓也（OT）
（ﾒｰﾌﾟﾙﾋﾙ病院）

認知症生活行為
　テーマＣ＋実３

29 2/17
広大保
健学科

学術
西部

２ｈ
36

（36・0）
特になし 事例検討5題

30 2/24
県立

リハＣ
貢献
包括

１日
29

（27・2）
三宅神奈（OT）他

（安田病院）
地域包括ケア研修会

～今私たちにできること～

31 3/3
県立広
島大学

学術
東部

１日
52

（52・0）
丹羽　敦（OT）

（広島都市学園大）
どうなる臨床実習！？

～指定規則改正と実習～

32 3/16
アマノ
ﾘﾊ病院

教育
MTDLP

３ｈ
18

（18・0）
塩田　繁人(OT)

（広島大学病院）他
MTDLP事例発表

33 3/17
県立広
島大学

教育
共通

２ｈ
69

（66・3）
合田　健太（OT）
（ルピナス港南）

事例報告と事例研究

34 3/17
県立広
島大学

教育
共通

２ｈ
72

（68・4）
古山　千佳子（OT）
（県立広島大学）

職業倫理

35 3/17
県立広
島大学

教育
共通

２ｈ
73

（69・4）
織田　靖史（OT）
（県立広島大学）

OTの協業・後輩育成

36 3/17
県立広
島大学

教育
共通

２ｈ
69

（64・5）
西上　忠臣（OT）
（NPOちゃんくす）

作業療法の可能性

合計３６回　延べ１６０４名の参加(内訳　会員１４７３名　会員外１３１名)
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[税込]（単位：円）

一般社団法人　広島県作業療法士会
【経常収益】
  【受取会費】
    正会員受取会費 6,184,000 
    賛助会員受取会費 40,500 
  【受取入会金】
    受取入会金 182,500 
  【受取寄付金】
    受取寄付金 1,678,576 
  【受取助成金等】
    受取補助金 80,000 
  【事業収益】
    研修事業収益 1,210,500 
    その他事業収益 768,000 
  【その他収益】
    受取　利息 692 
    雑　収　益 712,055 
        経常収益  計 10,856,823 
【経常費用】
  【事業費】
    （その他経費）
      福利厚生費(事業) 742,423 
      諸　謝　金(事業） 813,723 
      印刷製本費(事業) 946,084 
      会　議　費(事業) 440,715 
      旅費交通費(事業) 2,125,809 
      通信運搬費(事業) 341,185 
      消耗品　費(事業) 210,672 
      賃  借  料(事業) 324,272 
      委　託　費(事業） 52,646 
      雑　　　費(事業) 1,512 
        その他経費計 5,256,618 
          事業費  計 5,999,041 
  【管理費】
    （人件費）
        人件費計 0 
    （その他経費）
      印刷製本費 332,398 
      会　議　費 66,199 
      旅費交通費 420,940 
      通信運搬費 571,822 
      消耗品　費 128,805 
      賃　借　料 10,000 
      保　険　料 195,752 
      諸　会　費 96,000 
      委　託　費 872,160 
      租税　公課 72,812 
      支払手数料 174,591 
      雑　　　費 4,766 
        その他経費計 2,946,245 
          管理費  計 2,946,245 
            経常費用  計 8,945,286 
              当期経常増減額 1,911,537 
【経常外収益】
    経常外収益  計 0 
【経常外費用】
    経常外費用  計 0 
        税引前当期正味財産増減額 1,911,537 
        経理区分振替額 0 
          当期正味財産増減額 1,911,537 
          前期繰越正味財産額 8,772,376 
          次期繰越正味財産額 10,683,913 

自 平成30年 4月 1日  至 平成31年 3月31日

活　動　計　算　書

第２号議案 平成３０年度収支決算報告および監事意見の件

Ⅰ．活動計算書
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平成31年 3月31日 現在

[税込]（単位：円）

大科目
科目 広報部 福利部 学術部 教育部 社会貢献部

（人件費）
  福利厚生費(事業) 222,423
    人件費計 0 222,423 0 0 0
（その他経費）
  諸　謝　金(事業） 5,000 164,435 229,418 144,546
  印刷製本費(事業) 345,776 2,887 327,063 42,112
  会　議　費(事業) 19,560 19,300 94,073 25,842 74,614
  旅費交通費(事業) 28,890 121,490 233,092 285,868 436,260
  通信運搬費(事業) 237,086 2,861
  消耗品　費(事業) 140,607 2,272 14,139 6,646
  賃  借  料(事業) 3,816 18,466 16,620
  委　託　費(事業） 45,579 7,067
  雑　　　費(事業) 432 216
    その他経費計 822,930 153,016 825,340 573,733 721,014
      合計 822,930 375,439 825,340 573,733 721,014

[税込]（単位：円）

大科目
科目 事業部 保険部

（人件費）
  福利厚生費(事業) 222,423
    人件費計 0 0 222,423
（その他経費） 0 0 0
  諸　謝　金(事業） 20,940 14,000 563,339
  印刷製本費(事業) 10,480 3,510 730,828
  会　議　費(事業) 44,243 8,360 285,992
  旅費交通費(事業) 341,309 101,980 1,497,089
  通信運搬費(事業) 1,122 140 241,209
  消耗品　費(事業) 16,309 3,627 182,304
  賃  借  料(事業) 10,500 26,870 70,272
  委　託　費(事業） 0 0 52,646
  雑　　　費(事業) 216 0 864
    その他経費計 445,119 158,487 3,624,543
      合計 445,119 158,487 3,846,966

[税込]（単位：円）

大科目
科目 24回学会 訪問リハ 災害義捐金

（人件費）
  福利厚生費(事業) 520,000 520,000 742,423
    人件費計 0 0 520,000 520,000 742,423
（その他経費） 0 0
  諸　謝　金(事業） 55,384 180,000 250,384 813,723
  印刷製本費(事業) 130,176 84,080 215,256 946,084
  会　議　費(事業) 94,765 37,344 22,614 154,723 440,715
  旅費交通費(事業) 207,350 285,280 84,290 628,720 2,125,809
  通信運搬費(事業) 480 7,810 91,686 99,976 341,185
  消耗品　費(事業) 17,893 9,179 28,368 210,672
  賃  借  料(事業) 210,000 38,000 254,000 324,272
  委　託　費(事業） 0 52,646
  雑　　　費(事業) 648 648 1,512
    その他経費計 716,048 633,162 207,769 1,632,075 5,256,618
      合計 716,048 633,162 727,769 2,152,075 5,999,041

事業費一般会計

総合計

事業費一般会計
一般会計合計

特別会計
特別会計合計

事業費の内訳（別紙）
一般社団法人　広島県作業療法士会

Ⅱ．事業費の内訳



10

[税込]（単位：円）

全事業所

  【流動資産】
    （現金・預金）
      現　　　金 1,762,515 
        事務局 (169,852)
        財務部 (271,493)
        広報部 (121,028)
        福利部 (261,777)
        学術部 (260,761)
        教育部 (294,947)
        社会貢献 (142,571)
        診療報酬対策委員会 (48,945)
        介護保険対策委員会 (67,426)
        事業部 (123,715)
      普通　預金 6,244,481 
        広島銀行3069587 (2,614,695)
        郵便貯金31125971 (283,164)
        郵便貯金18149811 (3,724)
        郵貯事務局22540721 (64,757)
        郵貯広報部17807121 (234,273)
        郵貯福利部47794271 (615)
        郵貯学術部58674311 (502,749)
        郵貯教育部52546421 (509,130)
        郵貯社会貢献部43386161 (428,372)
        郵貯理事（石附） (5,026)
        郵貯理事（川原） (204,205)
        広島銀行819 (954,756)
        郵貯事業部矢田 (439,015)
      郵便振替 3,403,982 
        広島7-27904 (1,148,302)
        広島1-28156 (2,255,680)
        現金・預金 計 11,410,978 
    （売上債権）
      未　収　金 880,926 
        正会員年会費 (△ 17,500)
        求人広告掲載料 (15,000)
        その他 (918,000)
        学会清算 (△ 34,574)
        売上債権 計 880,926 
    （その他流動資産）
      預　け　金 1,063,398 
        高　本 (869,770)
        機器対策　山中 (193,628)
      会計間貸付金 334,216 
        その他流動資産  計 1,397,614 
          流動資産合計 13,689,518 
  【固定資産】
    （投資その他の資産）
      積立資産 5,460,000 
        基本財産 (800,000)
        財政調整基金 (2,400,000)
        社会貢献基金 (560,000)
        学会調整基金 (600,000)
        20周年基金 (1,100,000)
        投資その他の資産  計 5,460,000 
          固定資産合計 5,460,000 
            資産の部  合計 19,149,518 

  【流動負債】
    未　払　金 53,605 
    仮　受　金 3,752,000 
      流動負債  計 3,805,605 
        負債の部  合計 3,805,605 

        正味財産 15,343,913 

財　産　目　録

《負債の部》

平成31年 3月31日 現在
《資産の部》

Ⅲ．財産目録 平成３１年３月３１日現在
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[税込]（単位：円）

科　　目 金　額 科　　目 金　額
 【流動資産】  【流動負債】
  （現金・預金）   未　払　金 53,605 
   現　　　金 1,762,515   仮　受　金 3,752,000 
   普通　預金 6,244,481    流動負債  計 3,805,605 
   郵便振替 3,403,982 負債の部合計 3,805,605 
    現金・預金 計 11,410,978 
  （売上債権）  【正味財産】
   未　収　金 880,926   前期繰越正味財産額 8,772,376 
    売上債権 計 880,926   当期正味財産増減額 1,911,537 
  （その他流動資産）   積立金 4,660,000 
   預　け　金 1,063,398    正味財産　計 15,343,913 
   会計間貸付金 334,216 正味財産の部合計 15,343,913 
    その他流動資産  計 1,397,614 
     流動資産合計 13,689,518 
 【固定資産】
  （投資その他の資産）
   積立資産 5,460,000 
    投資その他の資産  計 5,460,000 
     固定資産合計 5,460,000 

資産の部合計 19,149,518 負債・正味財産の部合計 19,149,518 

正　味　財　産　の　部

貸　借　対　照　表

資　産　の　部 負　債　・　正　味　財　産　の　部
全事業所 平成31年 3月31日 現在
一般社団法人　広島県作業療法士会

Ⅳ．貸借対照表

Ⅴ．監事意見

監事意見は総会の場で報告する。

第３号議案 定款施行規則の変更（第６章学会）の件

広島県作業療法学会の演題応募資格が現状と合っていないことから、主発表者
・共同発表者について以下のように変更したい。
（現行）
第33条 正会員および賛助会員は、演題発表の応募資格をもつ。ただし演題募集

締切時点において当該年度の当会年会費を納めていない会員は応募の資
格をもたない。

２ 作業療法士でない非会員は、共同発表者として応募することができる。

（変更内容）
①正会員にのみ、広島県作業療法学会での主発表者の資格を与える
②共同発表者のうち作業療法士に関しては、他都道府県作業療法士の会員である
ことを明記する

（変更後）
第33条 正会員は、演題発表の応募資格をもつ。

２ 作業療法士でない非会員は、共同発表者として応募することができる。
作業療法士の場合、他都道府県作業療法士会に所属していれば共同発表
者として応募できるが、広島県内に勤務する者は当会の会員であること
を条件とする。
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第４号議案 役員改選の件
役員選挙公示結果 選挙管理委員長 長尾 真伸

定款施行規則第３章に基づき、会長・副会長・理事・監事の立候補受付を平成
３１年３月４日～４月３日まで行い、定数に満たない役職については定款施行規
則第１３条に基づき理事会が推薦した結果、各役員とも候補者数がいずれも定員
と一致したので、定款施行規則第２１条により無投票当選となった。
新役員を以下の通り報告する。

役員の任期 平成３１年６月２日定期総会終了後から選任後２年以内に終了する
事業年度のうち、最終のものに関する定時総会（平成３３年６月開催予定）の終
結の時まで

役員種別 氏 名 勤 務 先 会員番号 種 別

会 長 高木 節 済生会広島病院 １５０ 立候補

川原 薫 福山リハビリテーション病院 ２ 立候補
副 会 長

山根 伸吾 広島大学 １１７５ 立候補

石附 智奈美 広島大学 ２２３ 立候補

國貞 将志 広島国際大学 ２５７ 立候補

河本 敦史 県立広島病院 ３２７ 立候補

合田 健太 デイサービスセンター ルピナス港南 ９３７ 立候補

高本 晃司 老人保健施設 ピレネ １７１ 立候補
理 事

富永 雅子 中国労災病院 ８９４ 立候補

西上 忠臣 ＮＰＯ法人ちゃんくす ２９１ 立候補

三宅 神奈 安田病院 １９１ 立候補

矢田 かおり 広島市立リハビリテーション病院 ４２ 立候補

山本 恵理子 小泉病院 ３３３ 立候補

吉岡 和哉 県立広島大学 ２１９０ 立候補

黒瀬 博子 済生会広島病院 ２８３ 推 薦

漆谷 直樹 西広島リハビリテーション病院 ６４１ 推 薦

細川 千絵 庄原赤十字病院 ７ 立候補

監 事 金子 史子 広島大学 ７６８ 推 薦

秋山 真理子 訪問看護ステーション そよかぜ ３７ 推 薦

第５号議案 第２６回広島県作業療法学会長承認の件

第２６回広島県作業療法学会長に矢田かおり氏（広島市立リハビリテーション
病院所属）を理事会推薦する。
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参考資料

平成３１年度事業計画（平成３１年１月１３日理事会承認）

Ⅰ．各部・委員会事業計画

管理運営部門
１．会運営（事務局） 事務局長 川原 薫
(１)定期総会（決算総会）を６月２日（日）に開催する（東部地区開催予定）
(２)理事会を年７回開催する（４月・６月・７月・９月・１１月・１月・３月）
(３)関係機関・団体との交流・調整・文書収受・保管・会員への情報配信
(４)傷害保険(作業療法士会の事業に関する保険)への加入と事務管理
(５)平成３１年度会員名簿の発行
(６)未入会者への入会案内送付（入会の勧誘）
(７)平成３１年度総会議案書草案の作成
(８)求人に関する情報提供（ホームページ・メールニュースを利用）

２．財務部 財務部長 望月マリ子
(１)平成３１年度の予算に基づき収支管理
(２)平成３２年度の収支予算編成（１１月に概算要求 １月に予算編成）
(３)会計帳簿の作成及び管理（税理士へ委託し、財務処理方法の確認・相談）
(４)年会費自動引落し推進のため制度新規利用者への主催事業参加チケット配布

３．規約検討委員会 規約検討委員長 玉井 和江
(１)当会の規約等に問題が生じたときに見直し・検討

４．選挙管理委員会 選挙管理委員長 長尾 真伸
(１)平成３１・３２年度役員通常選挙の実施（平成３１年度総会にて）

事業部門
５．広報部 広報部長 河本 敦史
(１)会報の作成と発行（年６回 偶数月２８日発行）
(２)ホームページ，フェイスブック等ＳＮＳの管理・運営
(３)作業療法推進活動月間に養成校受験希望者の作業療法施設見学を企画・実施
(４)社会貢献部・福利部との連携による広報活動
(５)中・高校生、一般市民への広報活動
(６)当会のパンフレットやポスターを会員及び関連団体へ配布
(７)広報用ポスター・幟等の貸し出し
(８)メディア等活用による作業療法の広報活動

６．福利部 福利部長 山本恵理子
(１)親睦事業の企画と実施
①西部・中南部・東部の３地区４エリアでそれぞれ懇親会を開催
②スポーツ懇親会（中国地区士会合同サッカー大会と宿泊懇親会）の開催
③全体での懇親会(新入会員歓迎会、学会後)を２回開催
(２)儀礼交際費規程に基づき、慶弔電報等を発信
(３)総会、県学会の軽食準備
(４)総会、県学会での託児コーナー開設

７．学術部 学術部長 國貞 将志
(１)学術部講演会の企画・実施

学術部講演会を総会時に１回実施（持ち回りで今年度は東部地区担当）
（他地区の希望があれば講演会またはワークショップとして行う場合あり）

(２)学術部各地区主催研修会・事例検討会等の企画・実施
①西部・中南部・東部の４地区で研修会２回以上、事例検討会を１回開催
②福山・備北地区は研修会・事例検討会のどちらか１回以上を選択し開催
(３)福山地区を中心に第２６回福山医学祭の共催・実施
(４)第２５回広島県作業療法学会との連携・協力
(５)学術部主催研修会のビデオ記録と配布資料をホームページへ掲示
(６)学術活動報告集の発行

８．教育部 教育部長 山根 伸吾
(１)現職者共通研修会：１０テーマ開催(事例検討・報告はMTDLP方式で2回実施)
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(２)現職者選択研修会：精神障害領域１回、ＭＴＤＬＰ基礎研修会２回
(３)ＭＴＤＬＰ指導者養成兼事例登録方法研修会１回
(４)臨床実習指導者養成研修会２回
(５)生涯教育制度に関する手続きと管理
(６)研修会記録物の管理及び学術資料の収集・会員の資料請求への対応
(７)日本ＯＴ協会生涯教育担当会議・ＭＴＤＬＰ推進会議・指導者研修会に出席

９．社会貢献部 社会貢献部長 合田 健太
(１)作業療法の視点で県民のヘルスプロモーションに貢献する
①地域の健康祭りなどに会員を派遣する
②健康づくり教室などに会員を派遣する
(２)会員の社会貢献意識向上の機会や、一般市民に向けた情報発信の場を設ける
(３)作業療法士の知識や技術を使って他団体と連携して社会貢献活動を実施する
(４)社会貢献など新規に行える事業を検討する
(５)地域包括ケア担当
①市町・地域包括支援センターとの連携・相談
②地域リハビリテーション活動支援事業参加者との連携とフォローアップ
③県・職能団体・地域包括ケア推進センター・県広域支援センター等との連携
④地域包括ケア推進のための研修の企画・実施
(６)災害対策担当
①JRAT広島との連携・窓口・会員への情報提供
②災害支援の方法や教育について研修会を企画・実施
③災害時の対応に向けてのシステムの検討
(７)認知症ＯＴ推進担当
①認知症生活行為支援指導者研修の企画・実施（UD・ABCDEF・実践報告 各1回）
②認知症関連機関、関連団体との連携

１０．事業部 事業部長 矢田かおり
(１)自動車運転支援（高次脳）担当
①高次脳機能障害者の自動車運転に関わる病院のネットワーク会議・情報共有
②県警・自動車学校協会との定期的作業部会参加
③県警・自動車学校協会と高次脳機能障害者の自動車運転に関する研修会開催
(２)就労支援担当
①就労支援に関する情報の集約と他団体との連携構築
②就労支援施設の見学と作業療法士の役割の検討
③就労支援に関する研修会の開催
④就労支援に関する会員からの相談・問い合わせに対応
(３)特別支援教育担当
①発達支援に関する講演会の開催
(４)司法領域担当
①刑務所支援に関する講演会の開催
(５)中国ブロックリーダー研修会

１１．保険部 保険部長 高本 晃司
(１)診療報酬班
①社会保険に関する研修会の企画と実施（年１回）
(２)介護保険班
①診療報酬・介護報酬に関する問い合わせに対応
②訪問リハビリテーション実務者研修会の実施（31年度は共催者として参画）
③市町より依頼を受けた介護保険認定審査会委員推薦依頼への対応
(３)機器対策担当
①会員への福祉用具についての情報提供
②福祉用具支援システムの広報活動
③日本ＯＴ協会介護ロボットニーズ・シーズ連携協調協議会設置・運営業務協力

１２．第２５回広島県作業療法学会 学会長 小澤 恭子
(１)第２５回広島県作業療法学会の企画と実施

１３．第２６回広島県作業療法学会 学会長 未定
(１)第２６回広島県作業療法学会の学会長の選任（６月総会にて選任）
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一般社団法人広島県作業療法士会　平成３１年度一般会計　収支予算素案（31.01.14理事会承認）　
収入の部 単位：円

中科目 中科目計 小科目計 中科目計 小科目計
会費収入 6,563,000 6,163,000

正会員年会費 6,400,000 6,000,000 4,000×1600人
入会金 125,000 125,000 1000円×100人，500円×50人
賛助会員年会費 38,000 38,000 A会員0、B会員1、C会員8

補助金収入 30,000 30,000
広島県補助金 30,000 30,000 医療従事者研修事業収入

事業収入 820,000 820,000
研修事業収入 710,000 680,000 会員700,000　会員外10,000
広告収入 100,000 130,000 会報60,000　名簿40,000
託児負担収入 10,000 10,000 託児費個人負担額
社会貢献事業収入 0 0

基金取崩収入 1,700,000 1,700,000
財政調整基金取崩収入 1,700,000 1,700,000 財政調整のための基金取崩し
学会積立金取崩収入 0 0 学会積立金の取り崩し

雑収入 151,000 140,000
普通預金利息収入 5,000 5,000 普通預金利息等
手数料 90,000 90,000 振込・払込手数料(ｺﾝﾋﾞﾆ払い手数料)
自宅宛郵送費 30,000 30,000 振込・払込手数料(ｺﾝﾋﾞﾆ払い手数料)
郵送費手数料 15,000 15,000 自宅宛郵送費500円×30名
雑費 11,000 役員賠償責任保険のうち役員負担金

収入計　　　　　　　（Ａ）

前年度繰越金　　　　（Ｂ）

収入合計　（Ｃ）＝(A)+(B)　　　

支出の部 単位：円

大科目 中科目 小科目 中科目計 小科目計 中科目計 小科目計
管理費 法人運営費 2,383,000 2,299,000

会議費 91,000 91,000 理事会７回×12人+事務局46人役
旅費交通費 430,000 430,000 理事会７回･役員事務局事業参加
通信運搬費 520,000 520,000 公文書/名簿/総会関係発送費用
印刷製本費 200,000 200,000 会員名簿・封筒等印刷
消耗品費 100,000 100,000 ｸﾘｱﾌﾞｯｸ・PPC用紙･ﾄﾅｰ等
渉外費 50,000 50,000 各種関係団体行事祝電・参加等
負担金支出 25,000 25,000 都道府県士会連絡協議会負担金
福利厚生費 264,000 180,000 傷害保険\100*1500人 法人賠責11万4千
租税公課 73,000 73,000 県民税・市町村民税・労災保険
委託費 620,000 620,000 事務局業務委託/司法書士委託費
雑費 10,000 10,000

財務部 595,500 595,500
会議費 17,500 17,500 会議５回×5人×700円
旅費交通費 18,000 18,000 事業時年会費徴収用交通費
通信運搬費 20,000 20,000 督促郵送・年会費払込料等
印刷製本費 50,000 50,000 議案書印刷
消耗品費 70,000 70,000 文具・プリンタ等
委託費 240,000 240,000 財務部業務委託費
雑費 180,000 180,000 各種手数料

規約検討 1,000 1,000
委員会 通信運搬費 1,000 1,000 規約検討に関する連絡費

選挙管理 10,000 10,000
委員会 通信運搬費 10,000 10,000 選挙に関する連絡費

備　　　考

管理費計 2,989,500

勘定科目 ３１年度予算 (参考)３０年度予算

2,905,500

9,264,000
7,775,813

17,039,813

8,853,000
6,644,483

15,497,483

勘定科目 ３１年度予算
備　　　考

小科目
(参考)３０年度予算

Ⅱ．平成３１年度予算

１．一般会計
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大科目 中科目 小科目 中科目計 小科目計 中科目計 小科目計
事業費 広報部 1,255,000 1,255,000

会議費 35,000 35,000 会議6回×8人×700円+2人
旅費交通費 46,000 46,000 委員交通費
通信運搬費 420,000 420,000 70,000円×6回
印刷製本費 434,000 434,000 64,000円×会報6回+他50,000円
消耗品費 200,000 200,000 パンフレット，広報グッズ代等
委託費 92,000 92,000 封筒詰委託料（あけぼの委託）
諸謝金 25,000 25,000 広報啓発研修会謝礼
雑費 3,000 3,000

福利部 520,000 515,000
会議費 42,000 42,000 会議3回×20人×700円
旅費交通費 150,000 150,000 会議及び事業参加
通信運搬費 1,000 1,000 郵送費等
印刷製本費 5000 0
福利厚生費 240,000 240,000 地区4*1,総会8,学会8,ｽﾎﾟｰﾂ2,新歓2
慶弔費 30,000 30,000
委託費 50,000 50,000 託児委託2回（総会･学会）
雑費 2,000 2,000

学術部 1,100,000 1,100,000
会議費 140,000 140,000 会議20回×10人×700円
旅費交通費 300,000 300,000 講師および委員の旅費交通費
通信運搬費 2,000 2,000 研修会案内発送・事務連絡等
印刷製本費 300,000 300,000 学術記録集・研修会資料印刷
消耗品費 96,000 96,000 用具・消耗品等
賃借料 50,000 50,000 研修会場使用料
諸謝金 200,000 200,000 講師謝礼金等
雑費 12,000 12,000

教育部 1,205,000 765,000
会議費 66,500 52,500 会議5回×10人×700円
旅費交通費 435,000 257,000 講師および委員の旅費交通費
通信運搬費 30,000 25,000
印刷製本費 0 0 資料印刷
消耗品費 37,500 27,500 ＰＰＣ用紙等
賃借料 105,000 75,000 研修会場使用料
諸謝金 525,000 325,000 講師謝礼金等
雑費 6,000 3,000

社会貢献部 1,190,000 1,043,500
会議費 131,000 136,500 部会２回、健康祭り等の事業
旅費交通費 640,000 500,000 会議及び事業参加
通信運搬費 17,000 31,000 通信・運搬費
印刷製本費 50,000 25,000 健康祭り等配布物の印刷など
消耗品費 66,000 49,000 事務用品費等
賃借料 60,000 75,000 会場使用料
諸謝金 190,000 190,000 講師謝礼
雑費 36,000 37,000

事業部 851,000 613,000
会議費 91,000 66,000 会議2回×5人×700円
旅費交通費 388,000 189,000 講師及び委員の旅費交通費
通信運搬費 12,000 3,000 機器に関する連絡等
印刷製本費 19,000 24,000 研修会資料印刷
消耗品費 9,000 6,000
賃借料 35,000 30,000 会場使用料
諸謝金 190,000 190,000 講師謝礼等
共催負担金 100,000 100,000 中国ブロックﾆｭｰﾘｰﾀﾞｰ研修負担
雑費 7,000 5,000

保険部 191,000 189,500
会議費 28,000 24,500 会議8回*5人×700円
旅費交通費 110,000 120,000 会議及び事業参加
通信運搬費 3,000 5,000 介護保険に関する調査・連絡
消耗品費 10,000 10,000 文具など
賃借料 10,000 0 会場使用料
諸謝金 20,000 20,000 診療報酬2万、認知症10万
委託費 0 0
雑費 10,000 10,000

特別会計支出補助金 25学=20万,26学=15万

積立金 基金積立金

予備費

支出合計　　（Ｄ）

平成31年度収支差（Ａ）－（Ｄ）

平成32年度繰越金（Ｃ）－（Ｄ）

-687,500
7,088,313

-186,500
6,457,983

300,000
9,951,500

300,000
9,039,500

350,000
0

353,000
0

備　　　考

事業費計 6,312,000

勘定科目 ３１年度予算 (参考)３０年度予算

5,481,000
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一般社団法人広島県作業療法士会　特別会計収支予算

１．第２５回広島県作業療法学会特別会計収支予算
収入の部 単位：円

中科目 中科目計 小科目計 中科目計 小科目計
会場収入 225,000 225,000

200,000 200,000 1,000×200人
20,000 20,000 4,000×5人
5,000 5,000 500×10人

200,000 200,000
200,000 200,000 平成30年度一般会計より補助

平成29年度補助金の残金

支出の部 単位：円

大科目 中科目 小科目 中科目計 小科目計 中科目計 小科目計
特別会計第25回学会 525,000 525,000

会議費 28,000 28,000 会議時の食事700円×10人×4回
旅費交通費 140,000 140,000 講師100,000・委員40,000
通信運搬費 20,000 20,000 指定演題収受等
印刷製本費 10,000 10,000 印刷代金・印刷用紙代等
消耗品費 20,000 20,000 会場備品等
賃借料 150,000 150,000 会場賃借料
諸謝金 150,000 150,000 特別講演講師謝金
予備費 7,000 7,000

収支差（Ａ）－（Ｄ）

２．第２６回広島県作業療法学会特別会計収支予算
 収入の部 （単位：円）

中科目 中科目計 小科目計 中科目計 小科目計
補助金収入 150,000 150,000

150,000 150,000 29年度一般会計より運営補助

支出の部 （単位：円）

大科目 中科目 小科目 中科目計 小科目計 中科目計 小科目計
150,000 150,000

会議費 14,000 14,000
旅費交通費 100,000 100,000 委員旅費交通費
通信運搬費 10,000 10,000 案内発送・指定演題収受等
印刷製本費 7,000 7,000
消耗品費 10,000 10,000 ＰＰＣ用紙・会場備品等
予備費 9,000 9,000

備　　　　　　　考

特別会
計

第26回学会

支出合計        （Ｂ） １５０，０００

勘　定　科　目 ３１年度予算

備　　　　　　　考
小科目

学会運営補助金
収入合計　　　　（Ａ） １５０，０００

勘　定　科　目 ３１年度予算 (参考)３０年度予算

支出合計 ５７５，０００

勘定科目 ３１年度予算

４２５，０００
１５０，０００

０

備考

学会運営補助金
収入計

収入合計 ５７５，０００

４２５，０００
前年度繰り越し金 １５０，０００

正会員参加費
非会員参加費
学生参加費

補助金収入

勘定科目 ３１年度予算 (参考)３０年度予算
備考

小科目

１５０，０００

(参考)３０年度予算

１５０，０００

５７５，０００

(参考)３０年度予算

５７５，０００
０

２．特別会計
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